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６ 特別な支援を要する生徒に対する配慮や支援の状況

１ 岩手県の状況

・病気や視覚、聴覚、身体等の障がいのために、通常の受検に支障を生じるおそれ

があり、受検に特別な配慮が必要な場合には、「特別受検願」を提出する。

・「特別受検願」等により、学力検査の一部を変更せざるを得ない事情が生じたとき

は、高校教育課長に連絡のうえ指示を受けること。

(岩手県立高等学校入学者選抜実施要項）

受検に際しては、高等学校長が中学

校長と連絡を取り合い、受検生の状

況を把握し、高校教育課長と協議し

たうえで個別に対応。

２ これまでの配慮の内容

別室受検、座席の配慮、問題用紙の拡大、出題文の漢字にルビをふる、

面接の順番を配慮、集団面接を個人面接で実施、補助具の使用(拡大鏡、車椅子)、

受検での指示事項等を文書で提示、ヒアリング試験での配慮、時間延長、代筆等

障がい等による特別受検願申請数
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３ 他県の状況

受検に際して、特別な配慮を必要とする障害のある生徒等が出願する場合は、申

請等の手続きおよび、承認を経て各県毎に適切な措置が講じられている。

配慮例：口述筆記、服薬等の配慮、面接の筆談等
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